
機能分析化学研究室 

１．研究室の概要 

 本研究室では、ランダム系物質の合成、分析および構造・物性に関する研究を行っている。現在は基礎研究

が主体であるが、耐熱性、化学抵抗性、機械的強度などで　すぐれた特性を持ち、材料化学的にも注目されているの

で、応用面にも研究の領域を広げる予定である。 

２．構成員（2019年4月１日現在） 

教員：梶並昭彦 准教授 

学生：大学院博士前期課程　5名、４回生 3名 

３．主な研究課題（研究場所：工学部応用化学科棟４階 ） 

（１）無機化合物のメカノケミカル効果に関する研究

物質に機械的な力を加えると、物質の表面積や粒子径が変化するのみならずその構造や性質が変化することがある。

これをメカノケミカル効果と呼んでいる。この研究では、主に無機化合物について粉砕によりにより、表面物性の改

質だけでなく、材料のアモルファス化、新規化合物の合成を行う。また、その反応機構について研究する。 

（２）ランダム系物質の構造、物性に関する研究

溶液、溶融塩などの液体およびアモルファス固体などのランダム系構造物質は、その近距離および中距離構造がそ

の物性と密接に関連している。その物性と構造との関連を調べる基礎的な研究を行っている。 

近年、新規機能性ガラスを合成し、そのランダム構造と性状との関連について研究を行っている。 

（４）エネルギー・資源の有効利用に関する研究

近年、省エネ・省資源、リサイクルの推進が、持続可能な社会を築く上で非常に重要視されつつあり、無機・分析

化学からの立場より、エネルギー・資源の有効利用の研究を行っている。これまで、産業廃棄物の焼却灰を再焼成し、

水熱反応により、A型ゼオライトを合成することに成功した。（右下図）今後も省エネルギー、資源の有効利用の技術

開発を行う予定である。

４．その他（連絡先：kajinami@kobe-u.ac.jp or 078-803-6166） 

  卒業研究では、世界中で報告が全く無い未知の事象について研究を行う。独自に考え、日々実験を積み重ねること

が必要である。従って、根気強く、何より研究が好きな学生を最優先で希望する。 

1.毎日、所定時間に実験を行う。月に数回定期的に研究報告を行い、各自の研究の進捗状況について報告を行う。

2.科学英語能力およびプレゼンテーション能力を向上させるため、研究論文の雑誌会を定期的に行う。

3.成果は、学会、科学雑誌において発表する。

以上の方針のために、研究室の予定を第一に考え、研究に支障のあるバイト、クラブ活動などに関して

制限する場合がある。また、就職活動も研究に支障が出ないように教員の許可を取ってから行う。 

研究を通じて、研究者・技術者としての心得等を修得すると共に、一社会人として自分の役割・任務が

遂行できる人間を目指す。




